











































































































（育）せず、三年にして、其の左脅を啓き、六 出づ。其の一を樊と曰 是を昆吾と為す。其の二を恵連と曰い、是 参胡と為す。其の三を籛と曰い是を彭祖と為す。其の四を萊（求）言 曰 是を云鄶人と為す 五 安と曰い、是を曹姓と為す。其の六を季連と曰い 是を羋姓と為す。……季連なる者は、楚氏（是）なり。
）
『大戴礼記』のこの段の話と先に引用した『史記』の記載とを比較すると、おおむね同じではあるが、細かい点が異なる。第一に、 『大戴礼記』帝繋の内容はさらに詳細であり、顓頊・老童・陸終らの家系の姻戚関係の旧


















































































































是也。 」 （鬼方は、鬼戎に西落す。宋衷曰く、 「漢に於いて、則ち先零羌是れなり。 」と。 ） 」とあり
（注
18）、鬼方は
すなわち西北に居住していた ・漢の先零羌であると見なされているが、曖昧で っきりしない。今、 る学者はこれによって季連の母族の鬼方氏は西羌集団に属し、羋姓であり、また季連の姓は に来源 あると推測している
（注
19）。これについては、羅運還氏がかつて








































に当たり 文献が記載する祝融集団の故墟、すなわち今の河南省新鄭から嵩山一帯ま は 距離が甚だ遠く 人に疑念を抱かせる。
簡文が記載する季連氏がはじめに居住した騩山は、上











































































































































（昔黄帝は生まれて能く言い、百霊を役使し、……具茨に之きて大隗に事え 東岱に適きて中黄を奉す） 。 」と言う。また巻一八地真 「
昔黃帝
東到青丘、……北到洪
堤、上具茨、見 君・黃蓋童子、受神芝圖（昔黄帝は東は青丘に到り、……北は洪堤に到り、具茨に上り、大隗君・黄蓋童子 見え、神芝図を受く） 。 」 言う
（注
33）。


























降りた騩山は、今の河南省密県と新鄭・禹県の の古具茨山に位置し、氏族社会の晩期に鬼方氏の支系の大隗（媿）の族人が南下してこの一帯に居住・活動したため、騩（隗） ・大騩（隗）山、あるいは泰騩（隗）山と呼ばれている。これは上古時期の中原で有名な望山 一つであり、非常に名声があった（図１参照） 。
歴史・地理の角度から推測すると、 『大戴礼 』や


























	 李学勤「論清華簡《楚居》中的古史伝説」 、 趙平安「試釈《楚
居》中的一組地名」 李守奎「根据《楚居》解読史書中熊渠至熊延世序之混乱」 （いずれも『中国史研究』二〇一一年第一期掲載）参照。
（３）










	 『太平御覧 巻一三五「顓頊妃」条引『世本』 、中華書局、一九六〇年、六五五頁。
（８）
	 『史記』 、一六九〇頁。 『太平御覧』巻三七一「脅」条引『世本』 、 七一二頁。
（９）
	 王国維「鬼方昆夷玁狁考」 （ 『観堂集林』掲載、中華書局、









12）	 『漢書』巻四・文帝紀に「以不敏不明而久撫臨天下、朕甚自媿」とあり、顔師古注に「媿、古愧字。 」とある（中華書局、一九六二年、一二六頁） 。
（
13）	 『戦国策』 、上海古籍出版社、一九八五年、八 頁。
（
14）	 李学勤「従新出青銅器看長江下游文化的発展」 、 『文物』一
九八〇年第八期。
（










第一期。趙炳清「楚人先民溯源略論」 （ 『民族研究』二〇〇五年第一期 にも同様の見解がある。
（ 28 ）
（20	 ）羅運還『楚国八百年』 、武漢大学出版社、 一九九二年、四六頁。
（
21）	 清華大学出土文献研究与保護中心編・李学勤主編『清華大












26）	 『説文解字 三 二二 頁。
（






30）	 『河南省分県地図冊』 （内部用） 、河南省測絵 編絵印刷、一九八二年、五五～五 頁、五七～五八頁参照。
（
31）	 昆吾・鄶人の諸支系の居地については、詳細は拙稿「論祝








33）	 『抱朴子』 、 『諸子集成』第八冊収録、中華書局、一九五四年、五七頁、九二～九三頁。
（




土文献与先秦経史国際学術研討会」 （香港大学中文学院主催、香港中 大学歴史系中 歴史 中心共催、於香港大学百周年校園） 、および二〇 五年一一月二二日に開催された中国出土文献研究会の座談会（於大阪大学中国哲学資料室）で発表した論 （原題「従《楚居》析陸終娶鬼方氏妹女
嬇
之伝説」 ）
に若干の修訂を加え、日本語に翻訳したものである。座談会の開催と『中国研究集刊』への寄稿をご提案くださった湯浅邦弘教授（大阪大学） 、通訳・翻訳を務めていた いた草野友子博士（京都産業大学）をはじめとする関係者各位に対し、ここに感謝申し上げたい。　
  本稿は、国家社科基金重大招標項「周代漢淮地区列国青銅
（ 29 ）
器和歴史・地理綜合整理与研究」 （批准号：
15Z
D
B
032 ） 、お
よび武漢大学重大委托項目「両周漢淮地区列国青銅器和歴史地理探析」 （二〇一六年）の段階的成果である。
（ 30 ）
